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○分散共分散行列   

○相関行列   

最適化計算に関する数学関数マクロ   

1．はじめに   

本稿では，「マーケテイング・モデル・ライブラリの開発  

（1）」のコンセプトにもとづいて実際に作成した各種マクロ・  

ライブラリについて述べる．また，本ライブラリを用いた  

分析例を示す．   

本ライブラリは分析の過程もしくは分析アルゴリズムの  

段階に応じて，数学マクロ，手法マクロ，モデルマクロと  

いう階層からなる．   

本ライブラリでは，ほとんどの関数もしくは分析手法の  

アルゴリズムは既存のC言語によるソース・ファイルを参  

考にすることによりDynamicLinkLibrary（DLL）を作成  

している．実際にMicrosoftExcell（MSExcel）のワーク  

シート関数として利用する場合は，MS Excelに付属して  

いるVBAマクロで利用したいDLLを呼び出し，値の入  

出力に関する簡単なプログラムを記述することで利用可能  

である．  

2．マクロ・ライブラリ   

本節では作成したマクロ・ライブラリについて説明する．   

2．1．数学関数マクロ   

本ライブラリの数学関数マクロは，線形代数などに関す  

る基本的な演算を提供する．さらに，手法マクロなどで必  

要な関数マクロとしても利用している．   

線形代数に関する数学関数マクロ   

● ニュートン法   

○最尤推定法   

2．2．手法マクロ   

手法マクロでは，マーケテイング・モデル分析でたびた  

び用いられるような多変量解析および数理計画法に関する  

マクロを提供する．現在提供している手法マクロは以下の  

通りである．  

微分方程式のための手法マクロ   

● ルンゲクッタ法   

多変量解析に関する手法マクロ   

● 因子分析   

●主成分分析   

●判別分析   

●正準相関分析   

●重回帰分析   

・数量化理論Ⅰ，ⅠⅠ，ⅠⅠⅠ，ⅠⅤ類   

数理計画法に関する手法マクロ   

●線形計画法   

●整数計画法   

● 混合整数計画法   

●二次計画法   

●多目標計画法  

o DEA   

一般化線形モデルに関する手法マクロ   

●行列の積   

●行列の転置   

●逆行列   

●LU分解   

●連立1次方程式   

○対称固有借間題   

◎非対称固有値問題   

基本統計分析に関する数学関数マクロ  
●多項ロジット・モデル   

● ランク・ロジット・モデル   

その他の手法マクロ  

・クロス集計（列／行）  

・平均（列／行）  

・分散（列／行）  

1Microso托Excelはマイクロソフト社の登録商標  ● AHP  
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回．1．ライブラリの利用とリテラシーの度合い  

2．3．マーケテイング・モデル・マクロ   

マーケテイング・モデル・マクロはこれまでに提案され  

ているマーケテイング・モデルの分析のためのマクロであ  

る．このマクロを用いた定型分析が可能である．・   

商圏分析モデルに関するモデル・マクロ  

することも考えられる．・たとえばこのID－POSデータで各  

IDの個人属性のデータまで得られ七いるような場合には，  

多項ロジット・モデルによろ分析に加えて，数量化理論iI  

類を用いて個人別ブランド∴ロイヤルティを分析すること  

ができる．この分析の詳細については発表時に報告する．  

4．システム構築のメリッ 

本ライブラリを用いてデータ・ペース・システムを開発  

する場合，次のような利点が考えられる．   

まず，本ライブラリをDataWareHouse（DWH）やData－  

Mart（DM）のフロント■エンド開発ツールとして利用する  

ことが考えられる．さらに，プラットフォームとしてMS  

Excel利用により開発原価削減や信頼性の向上つながるこ  

とが期待される．また，MSExcel鹿存の関数とライブラリ  

を組合せることによi）開発工数削減することができる．ま  

た，MSExcelをプラット・フォームとしているため，分析  

結果を直接グラフ化することかできる．   

5．ユーザのメリット   

ユーザがデータ・ベース・システムを導入するにあたり，  

本ライブラリを用いることで以下のよう 

る．まず，本ライブラリによりDWHやDMが柔軟にな  

ることが期待される．また，分析者のデータ解析のリテラ  

シーの度合いに応じて，ライブラリ既存の定型分析から分  

析者が自ら設計した非定型分析を行うことが可能である（  

図1）．また，プラット・フォームとしてMsExcelを用い  

ていることから，本ライブラリを利用した分析から得られ  

た結果を，プレゼンテーションヘ直接再利用することが可  

能である．  

● ハフ・モテリレ   

●修正ハフ・モデル   

予測・普及モデルに関するモデル・ライブラリ   

● ASSESSORモテリレ   

●TRACKERモデル   

● Ba5Sモデル   

リスク管理に関するモデル・マクロ   

● ポートフォリオ選択問題   

遠好分析・ポジショニング分析に関するモデル・マクロ   

● コンジョイント分析   

その他のモデル・マクロ   

●予算配分   

●競争戟略分析  

3．ライブラリの利用例   

本ライブラリを利用したマーケテイング・データ分析の  

例を示す．   

たとえば 

． 

かし，データのもつ情報の遠いにより，分析手法が多様化  
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